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常陸大宮常陸大宮

　約2,000年前の弥生時代のつぼで、

日本最大の人面付土器です。

　２月７日まで、歴史民俗資料館

大宮館で公開しています。
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常陸大宮市長

三　次　真一郎

　
市
民
の
皆
様
︑
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
︒
皆
様
に
は
︑
平
成

22
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
︑
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
昨
年
は
︑
常
陸
大
宮
市
誕
生
５
周
年
を

迎
え
︑
10
月
16
日
の
記
念
式
典
を
始
め
各

種
記
念
行
事
を
行
い
ま
し
た
︒
式
典
で

は
︑
18
人
の
﹁
常
陸
大
宮
大
使
﹂
を
任
命

し
︑
今
後
︑
県
内
外
に
お
い
て
当
市
の
素

晴
ら
し
さ
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
け
る

も
の
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
ま
た
︑
長
引
く

不
況
が
国
内
外
に
暗
い
影
を
落
と
し
た
一

年
で
し
た
︒
こ
の
よ
う
な
中
︑
２
割
の
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
２
度
に
わ
た
り
発

行
し
︑
地
域
経
済
の
活
性
化
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
︒
更
に
︑
市
民
の
皆
様
の
身

近
な
足
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
た
め

に
︑
昨
年
10
月
１
日
︑
御
前
山
地
域
に
お

い
て
﹁
予
約
制
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
﹂
の

試
行
運
転
を
開
始
し
ま
し
た
︒
平
成
22
年

度
中
に
は
︑
市
内
全
域
で
利
用
で
き
る
よ

う
事
業
を
進
め
て
参
り
ま
す
︒

　
急
速
な
少
子
高
齢
化
は
︑
市
内
各
地
で

維
持
・
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
集
落
が
発
生

す
る
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
お
り
ま
す
︒

今
後
は
︑
昨
年
任
命
し
た
集
落
支
援
員
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
︑
生
活
等
の
支
援
を

行
っ
て
参
り
ま
す
︒
な
お
︑﹁
過
疎
地
域

自
立
促
進
特
別
措
置
法
﹂
が
︑
今
年
３
月

に
失
効
と
な
り
ま
す
︒﹁
過
疎
地
域
な
く

し
て
都
市
地
域
な
し
︒
過
疎
地
域
の
健
全

な
発
展
な
く
し
て
︑
都
市
地
域
の
健
全
な

発
展
な
し
︒﹂
と
い
う
の
が
私
の
思
い
で

す
︒
過
疎
地
域
を
有
す
る
当
市
と
し
ま
し

て
は
︑
関
係
機
関
と
連
携
し
︑
新
た
な
過

疎
対
策
法
の
制
定
を
国
に
強
く
求
め
て
い

く
所
存
で
す
︒

　
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
は
市
の
宝
で

あ
り
︑
健
全
な
成
長
を
支
え
る
こ
と
は
最

重
要
課
題
と
思
っ
て
い
ま
す
︒
少
子
化
に

よ
る
教
育
環
境
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る

中
︑
昨
年
４
月
︑
統
合
・
御
前
山
小
学
校

が
開
校
し
ま
し
た
︒
今
後
も
︑
将
来
を
見

据
え
︑
皆
様
の
ご
意
見
に
十
分
耳
を
傾
け

な
が
ら
︑
小
中
学
校
の
適
正
配
置
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
︒

　
ま
た
︑
地
域
の
歴
史
や
伝
統
を
継
承
し

て
い
く
こ
と
は
︑
現
在
の
私
た
ち
の
責
務

で
す
︒
記
録
や
歴
史
的
資
料
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
︑
公
文
書
館
の
設
置
を
検
討
し

て
参
り
ま
す
︒

　
今
年
は
寅
年
で
す
︒﹁
も
っ
と
元
気
に
﹂

を
合
言
葉
に
︑
ト
ラ
の
よ
う
に
勇
猛
果
敢

に
難
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
く
所
存
で
す

の
で
︑
ご
支
援
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
結
び
に
︑
平
成
22
年
が
市
民
の
皆
様
に

と
っ
て
幸
多
く
意
義
深
い
年
に
な
り
ま
す

こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
︑
新
年
の
ご
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
︒
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常陸大宮市議会議長

木　村　勝　昭

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
︒
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
︑
輝
か

し
い
希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お

迎
え
の
こ
と
と
︑
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
︒

　
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
︑
国
内

外
と
も
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
に
と
ん
だ
︑

多
様
な
一
年
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
︒

　
米
国
で
は
政
策
の
チ
ェ
ン
ジ
を
掲
げ
︑

圧
倒
的
な
人
気
で
１
月
に
オ
バ
マ
大
統
領

が
誕
生
し
ま
し
た
が
︑
景
気
の
回
復
が
進

ま
ず
失
業
率
が
１
割
を
超
え
る
状
況
が
続

い
て
お
り
ま
す
︒
ま
た
︑
11
月
に
は
ド
バ

イ
シ
ョ
ッ
ク
で
欧
州
︑
中
東
で
金
融
不
安

が
浮
上
し
︑
14
年
ぶ
り
に
84
円
台
の
円
高

と
な
り
︑
こ
の
水
準
が
続
け
ば
輸
出
企
業

の
業
績
悪
化
や
株
安
に
伴
う
景
気
の
腰
折

れ
が
懸
念
さ
れ
る
な
ど
︑
我
が
国
の
経
済

状
況
も
見
通
し
に
確
た
る
明
る
さ
が
見
え

て
き
て
お
り
ま
せ
ん
︒

　
国
内
で
は
︑
早
く
か
ら
自
民
党
政
権
の

も
と
景
気
対
策
と
し
て
多
く
の
臨
時
交
付

金
を
拠
出
い
た
し
ま
し
た
が
︑
あ
ま
り
効

果
が
見
え
な
い
中
で
の
８
月
30
日
の
衆
議

院
議
員
総
選
挙
に
お
い
て
は
︑
50
年
続
い

た
政
権
が
自
民
党
か
ら
民
主
党
へ
と
交
代

す
る
と
い
う
大
き
な
変
革
を
も
た
ら
し
︑

混
迷
が
続
い
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
︒

　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
︑
昨
年
は
合
併

５
周
年
を
記
念
す
る
年
で
あ
り
︑
多
く
の

イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
︑
特
に
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
は
２
回
発
行
さ
れ
︑
地
域
の
活

性
化
に
大
い
に
貢
献
さ
れ
た
も
の
と
考
え

て
お
り
ま
す
︒
し
か
し
︑
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
流
行
は
市
民
に
大
き
な
不
安
を

与
え
︑
事
業
の
見
直
し
や
︑
学
校
で
は
休

校
や
学
級
閉
鎖
が
相
次
ぎ
ま
し
た
︒
市
で

は
︑
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
ワ
ク
チ
ン

予
防
接
種
そ
し
て
公
費
助
成
と
対
策
を
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
︑
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
︒

　
我
々
市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
︑
地

方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
重
要
性
を

認
識
し
︑
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

と
ら
え
︑
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
取
り
組
む
こ
と

が
議
員
の
責
務
と
考
え
︑
昨
年
９
月
の
議

会
に
は
新
た
に
﹁
行
財
政
改
革
推
進
調
査

特
別
委
員
会
﹂
を
設
置
し
︑
効
率
的
な
行

政
を
目
指
し
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
︒

　

今
年
８
月
に
は
４
年
の
任
期
が
満
了

し
︑
議
員
定
数
も
26
人
か
ら
22
人
と
な
り

ま
す
︒
多
難
な
財
政
状
況
と
依
然
と
し
て

厳
し
い
生
活
環
境
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
︑

市
民
の
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
︑
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
︒

　
結
び
に
︑
常
陸
大
宮
市
の
限
り
な
い
繁

栄
と
本
年
が
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
︑
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
︒
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地　図

　子どもを連れて行ける場所がほしい！ママ友だちを作りたい！育児の話や相談をする場所がほしい！
　そんな市民の声に応えるため、「子育て広場」は平成18年９月にスタートしました。
　子育て広場を利用することにより子育ての負担を軽減し、育児を楽しく感じてほしい。そんなことを願
いながら運営しています。

Ｑ　場所はどこで開催しているの？
　お子さんの健診等を行っている総合保健福祉セ
ンター「かがやき」の２Ｆにある和室です。

Ｑ　子育て広場とは？
　行きたい時に来て、帰りたい時に帰る。自由に
遊び、自由におしゃべりし、子ども同士、親同士
が交流したり相談したりできるところです。
　また、毎月楽しい講座も開催しています。

Ｑ　いつ開催しているの？　
　毎週火・水・木曜日の 10 時～ 15 時
　（４月～９月は 10 時～ 16 時）
　年末年始は除く

Ｑ　対象はどんな人？
　市内在住、または里帰り中で保育園、幼稚園に
通っていないおおむね３歳未満児とその保護者で
す。



5広報　常陸大宮 平成22年１月号

　最近娘は、カメラを向け
るとポーズをとることを覚
えました。大好きな鹿島ア
ントラーズのユニフォーム
を着て挑戦しました。家族
３人での初めての体験。楽
しく撮影できました。

　子どもに本を読んであげ
ることが楽しくなりまし
た。絵本を見て場面を思い
浮かべ、登場人物になり
きって自分も一緒に楽しく
声を出せるようになりまし
た。娘と毎晩幸せな時間を
過ごしています。

　毎回参加しています。
ゲームをしたり先生の真似
をして体操をしたり、ママ
にもいっぱい甘えて楽しん
でいます。親同士の交流も
でき、とても貴重な時間を
過ごしています。

　以前からとても興味があ
りやってみたいと思ってい
ましたが、やれずにいたの
で今回はいい体験をするこ
とができました。しかも保
育付きだったので、集中し
て体を思いっきり動かし気
持ちのいい汗をかくことが
できました。

　最近「何で？」と物事を
知りたがる息子。今回実際
に作り方を体験することに
より、本人なりに学ぶこと
ができたようです。貴重な
体験をさせていただきまし
た。また参加したいです。

　親子クッキングは子ども
と一緒に作る貴重な時間。
こねたり丸めたり、子ど
もも楽しそうに作っていま
す。栄養士さんが丁寧に教
えてくれるので私も勉強に
なり、何より子どもとの思
い出が増えます。

市内で都市交流等を
中心に活動してい
る盛金WAC協議会
（川野邊耕機代表）
の協力による出張広
場です。

水戸市で親子体操の
インストラクターを
している青木千鶴子
さんによる講座で
す。

健康推進課の栄養士
の指導で、簡単で栄
養がありバランスの
とれた料理を作りま
す。

水戸市などでヨガの
インストラクターを
している浅野逸子さ
んによる講座です。

ひたちなか市出身の
写真家松本美枝子さ
んによる写真撮影の
講座です。

市図書情報館で活動
している平島則子さ
んによる読み聞かせ
講座です。

▲講座で撮影した写真

日頃の運動不足
解消に！

「リフレッシュできる」
とリピーターの多い講座
です！

こんな講座を開催しています
セルフポートレート ワクワクお話しランド

鳥山千恵子さん・瑠菜ちゃん齊藤美保代さん・さくらちゃん

焼き芋体験 親子体操

加倉井陽子さん・紅
くれ

愛
あ

ちゃん

河野ひとみさん・真
ま

旺
お

ちゃん
冨山まり子さん・比羅夫くん
　　　　　　　　維乃里ちゃん

親子クッキング プチヨガ

小室雪絵さん・結花ちゃん加宮真奈美さん・陽
はる

翔
と

くん
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市
で
は
平
成
17
年
３
月
、
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
に
お
け
る
市
町
村
行
動

計
画
と
し
て
常
陸
大
宮
市
次
世
代
育
成
支

援
地
域
行
動
計
画
（
前
期
計
画
）
を
策
定

し
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
を
基
に
、
行
政

や
地
域
の
取
り
組
み
を
は
じ
め
、
地
域
社

会
が
子
育
て
家
庭
と
協
力
し
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
の
健
全
育
成
を
推
進
し
て
き
ま

し
た
。

　

平
成
21
年
度
は
前
期
計
画
の
終
了
年
度

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
現
在
の
社
会
情
勢

の
変
化
や
子
育
て
家
庭
を
取
り
巻
く
現
状

等
を
踏
ま
え
、
平
成
22
年
度
か
ら
５
年
間

を
計
画
年
度
と
す
る
後
期
計
画
の
策
定
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

策
定
に
あ
た
り
、
後
期
計
画
策
定
の
基

礎
資
料
を
得
る
た
め
、
平
成
21
年
１
月
に

子
育
て
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
量
が
多
く
時
間
の
か
か
る

ア
ン
ケ
ー
ト
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
多

く
の
方
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
自
由
回
答

欄
に
も
た
く
さ
ん
の
ご
意
見
を
記
入
し
て

い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
調
査
報
告
書
は
、
市

役
所
福
祉
課
の
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

是
非
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
一
部
を
抜
粋

し
て
掲
載
し
ま
す
。

保
育
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
希
望

　

認
可
保
育
所
の
利
用
は
、
６
割
以
上
の

方
が
希
望
し
て
い
て
、
幼
稚
園
は
ほ
ぼ
４

人
に
１
人
、
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
は
１

割
以
上
の
人
が
希
望
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
延
長
保
育
や
一
時
預
か
り
、
病

児
病
後
児
保
育
を
希
望
し
て
い
る
方
も
１

割
以
上
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
現
在
の
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
加
え
、
新
規
施
策
を
含
め
た
総
合
的

な
対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

希
望
す
る
施
策

　

就
学
前
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
、「
保

育
所
や
幼
稚
園
に
か
か
る
費
用
負
担
の
軽

減
」
で
67
・
４
％
で
し
た
。
次
い
で
、「
子

連
れ
で
出
か
け
や
す
く
楽
し
め
る
場
所
を

増
や
す
」（
65
・
７
％
）、
「
育
児
費
用
の

補
助
を
充
実
し
て
欲
し
い
」（
60
・６
％
）

と
続
き
ま
す
。

　

子
育
て
に
関
わ
る
経
済
的
支
援
施
策
の

充
実
を
多
く
の
人
が
挙
げ
て
い
て
、
こ
の

ほ
か
、
医
療
体
制
の
充
実
、
親
子
で
楽

し
め
る
身
近
な
居
場
所
に
対
す
る
期
待

な
ど
、
多
様
な
施
策
要
望
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
小
学
生
で
は
「
教
育
に
か
か

る
費
用
負
担
の
軽
減
」
が
最
も
多
く
68
・

６
％
。
次
い
で
、「
医
療
機
関
の
体
制
整

備
」
が
60
・
４
％
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
地

域
協
議
会
（
推
進
協
議
会
）
や
市
職
員
で

構
成
す
る
委
員
会
（
推
進
委
員
会
）
と
連

携
を
図
る
と
と
も
に
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
（
平
成
21
年
12
月
25
日
発
行
広
報
常
陸

大
宮
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
）
を
実
施
し
、

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
も
広
く
意
見
を
求
め

策
定
し
て
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先
■

　

保
健
福
祉
部
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

　

☎（
52
）―

１
１
１
１

内
線
（
１
３
８
）

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画

（
後
期
計
画
）　　

策
定
中
で
す
。

認可保育所

家庭的な保育

事業所内保育施設

自治体の認証・認定保育施設

認定子ども園【共通利用時間】

認定子ども園【共通利用時間以上】
その他の保育施設

幼稚園

幼稚園の預かり保育

延長保育

ベビーシッター

ファミリーサポートセンター

一時預かり

病児・病後児保育

＜就学前＞（複数回答）

＜就学前＞（複数回答）

0 ～ 2歳
3～ 5歳

（％）

（％）

保育所や幼稚園にかかる費用負担を軽減

子連れで出かけやすく楽しめる場所を増やす

育児費用の補助を充実して欲しい

安心して医療機関にかかれる体制を整備
児童館など親子が安心して集まれる身近な場、
イベントの機会が欲しい
授乳やおむつ交換に立ち寄れる場所を増やす
残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に
対して職場環境の改善を働きかける
子育てに困った時に相談したり、情報が得られ
る場を作って欲しい
幼稚園を増やして欲しい
誰でも気軽に利用できるＮＰＯ等による保育
サービスが欲しい
子育てについて学べる機会を作って欲しい
多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てな
ど、住宅面の配慮が欲しい
保育所を増やして欲しい

（％）＜小学生＞（複数回答）

教育にかかる費用負担を軽減して欲しい

安心して子どもが医療機関にかかれる体制を整備し
て欲しい

広場や屋内施設など子どもの遊び場を増やして欲しい

子連れでも出かけやすく楽しめる場所を増やして欲
しい
児童館など、親子が安心して集まれる身近な場、イ
ベントの機会が欲しい
子育てに困った時に相談したり、情報が得られる場
を作って欲しい
残業時間の短縮や休暇の取得促進など、企業に対し
て職場環境の改善を働きかけて欲しい
誰でも気軽に利用できるNPO等による保育サービ
スが欲しい

子育てについて学べる機会を作って欲しい

多子世帯の優先入居や広い部屋の割り当てなど、住
居面の配慮が欲しい

次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画

（
後
期
計
画
）　　

策
定
中
で
す
。

72.2

3.8

64.3
3.9

15.3

5.0

6.1

12.8

1.1

24.2

17.5

11.7

1.1

4.2

15.8

12.5

0.9

3.6

2.9

3.6

2.9

1.8

25.7

10.8

0.9

0.2

0.9

3.2

9.9

67.4

65.7

60.6

58.4

43.1

37.3

27.3

20.1

15.1

15.1

11.0

10.3

68.6

60.4

46.8

43.9

33.1

20.2

18.1

14.0

9.7

5.4
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・資金不足額がないため、資金不足率は「－」と表示しています。

常陸大宮市の健全化判断比率・資金不足比率

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律（財政健全化法）」に基づき、平成20年度の健全化判断比率・
資金不足比率を公表します。

　財政健全化法は、地方公共団体の財政の健全性に関する指標の公表制度を設け、その比率に応じて財政の早
期健全化及び財政の再生、公営企業の経営の健全化を図るための必要な対策を実施することにより、地方公共
団体の財政破綻を未然に防ぐことを目的としています。
　早期健全化基準を超えた場合は「財政健全化計画」を、資金不足比率が経営健全化基準以上になった場合は
「経営健全化計画」を定めることになります。
　平成20年度決算に基づき算定された常陸大宮市の健全化判断比率及び資金不足比率は、以下のとおりすべ
ての指標において基準値を下回り健全性を維持しました。

健全化判断比率

指標名 健全化判断比率 早期健全化基準 財政再生基準 備　　考

実 質 赤 字 比 率 　　　　※1
－ 12.81％ 20.00％ 普通会計

※ 2

の赤字を標準財政規模
※ 3

と
比較したものです。

連結実質赤字比率 － 17.81％ 40.00％
市の全ての会計の赤字や黒字を合
算し、標準財政規模と比較したも
のです。

実 質 公 債 費 比 率 15.10％ 20.00％ 35.00％

特別会計や一部事務組合等も含め
た市の実質的な公債費を、標準財
政規模と比較した3カ年の平均値
です。

将 来 負 担 比 率 126.20％ 350.0％

市の借金のほか関係法人等まで含
めて市が将来支払わなければなら
ない債務を、標準財政規模と比較
したものです。

※ 1　赤字がないため、実質赤字比率と連結実質赤字比率は「－」と表示しています。
※ 2　一般会計と公営墓地、温泉事業、那珂地方公平委員会の 3 つの特別会計を合わせたものです。
※ 3　地方公共団体が標準的に収入されると見込まれる市税などの一般財源の規模を示すものです。

資金不足比率

会　計　名 資金不足比率 経営健全化基準 備　　考

上 水 道 事 業 会 計 －

20.00％

資金不足比率は、公営企業
会計ごとの資金不足を、公
営企業の事業規模である料
金収入の規模と比較した比
率です。

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 －
公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 －
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 －
戸別浄化槽整備事業特別会計 －
宅 地 造 成 事 業 特 別 会 計 －

平成20年度
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常
陸
大
宮
市
で
は
、
平
成
20
年
度
決
算
か
ら
国
か
ら
示
さ
れ
た
新
た
な
手
法
に
よ
る
財

務
諸
表
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

財
務
諸
表
は
、
地
方
公
共
団
体
の
特
殊
性
を
加
味
し
な
が
ら
民
間
企
業
会
計
の
考
え
方

と
会
計
実
務
を
取
り
入
れ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
上
で
の
コ
ス
ト
や
資
産
等
の
状
況
を

含
め
た
形
で
財
政
状
況
を
把
握
・
分
析
し
、
効
率
的
な
行
財
政
運
営
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
作
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

本
市
で
は
国
か
ら
示
さ
れ
た
作
成
モ
デ
ル
の
う
ち
総
務
省
改
定
モ
デ
ル
を
取
り
入
れ
、

既
存
の
財
政
統
計
を
活
用
し
、
普
通
会
計
だ
け
で
な
く
特
別
会
計
や
一
部
事
務
組
合
、
第

三
セ
ク
タ
ー
ま
で
含
め
た
連
結
決
算
の
財
務
諸
表
を
作
成
し
て
い
ま
す
。 

　

純
資
産
変
動
計
算
書
と
は
、
市
の
純
資

産
（
貸
借
対
照
表
の
資
産
か
ら
負
債
を
引

い
た
残
り
）
が
平
成
20
年
度
中
に
ど
の
よ

う
に
変
動
し
た
か
を
明
ら
か
に
し
た
も
の

で
す
。
総
額
と
し
て
の
純
資
産
が
増
え
た

の
か
減
っ
た
の
か
、
ま
た
そ
れ
が
ど
の
よ

う
な
財
源
や
要
因
で
増
減
し
た
か
の
情
報

を
表
し
て
い
ま
す
。

　

期
末
純
資
産
残
高
は
、
貸
借
対
照
表
の

純
資
産
合
計
と
一
致
し
ま
す
。

　

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は
、
民
間
企
業

会
計
に
お
け
る
損
益
計
算
書
に
あ
た
る
も

の
で
、
平
成
20
年
度
の
１
年
間
の
行
政
活

動
の
う
ち
各
種
証
明
の
交
付
や
ゴ
ミ
の
収

集
、
子
ど
も
や
高
齢
者
等
へ
の
給
付
、
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
資
産
の
形
成
に
つ

な
が
ら
な
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
経

費
と
、
そ
の
対
価
と
し
て
い
た
だ
く
使
用

料
や
手
数
料
を
対
比
さ
せ
た
も
の
で
す
。

貸
借
対
照
表
で
は
表
さ
れ
な
い
費
用
を
、

こ
こ
で
は
性
質
別
に
表
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
従
来
の
官
庁
会
計
で
は
把
握
で

き
な
か
っ
た
減
価
償
却
費
な
ど
の
現
金
収

支
以
外
に
発
生
し
て
い
る
行
政
コ
ス
ト
に

つ
い
て
も
表
し
て
い
ま
す
。

　

純
経
常
行
政
コ
ス
ト
は
、
各
種
証
明
の

交
付
な
ど
の
経
常
費
用
か
ら
手
数
料
な
ど

の
経
常
収
入
を
差
し
引
い
た
差
額
で
あ

り
、
こ
の
差
額
は
税
金
や
補
助
金
な
ど
で

賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
純
経
常
行
政
コ
ス
ト
は
、
純
資

産
の
マ
イ
ナ
ス
ま
た
は
減
少
要
因
と
し
て

純
資
産
変
動
計
算
書
に
計
上
さ
れ
ま
す
。

行政コスト計算書（H20.4.1 ～ H21.3.31）

区　　分 普通会計
市全体連結

（特会、関連団体含む）
市民

一人当たり

期首純資産残高 694億1,508万円 941億7,126万円 199万円

純経常行政コスト ▲184億6,032万円 ▲230億4,971万円 ▲49万円

財源調達 183億1,575万円 235億5,271万円 50万円

地方税 56億4,588万円 56億4,588万円 12万円

地方交付税 80億7,637万円 80億7,637万円 17万円

その他一般財源 20億629万円 18億2,603万円 4万円

補助金等受入 25億8,672万円 80億8,187万円 17万円

その他 49万円 ▲7,744万円 ▲0.2万円

期末純資産残高 692億7,051万円 946億7,426万円 200万円

区　　分 普通会計
市全体連結

（特会、関連団体含む）
市民

一人当たり

経常費用⒜ 189億6,903万円 334億3,629万円 71万円

1．人にかかるコスト 47億2,051万円 57億9,569万円 12万円

⑴人件費 41億3,066万円 42億8,099万円 9万円

⑵退職手当等引当金繰入 5億8,985万円 15億1,470万円 3万円

2．物にかかるコスト 67億3,208万円 97億4,217万円 21万円

⑴物件費 28億9,044万円 44億3,633万円 9万円

⑵維持補修費 1億2,573万円 2億9,562万円 0.6万円

⑶減価償却費 37億1,591万円 50億1,022万円 11万円

3．移転支出的なコスト 69億9,917万円 162億5,201万円 34万円

⑴社会保障給付費 24億308万円 132億4,003万円 28万円

⑵補助金等 17億5,720万円 27億7,033万円 6万円

⑶他会計等への支出 28億3,889万円 2億4,165万円 0.5万円

4.その他のコスト 5億1,727万円 16億4,642万円 3万円

⑴公債費（支払利息） 4億9,762万円 7億8,172万円 2万円

⑵その他行政コスト 1,965万円 8億6,470万円 2万円

経常収益⒝ 5億871万円 103億8,658万円    22万円

⑴使用料・手数料 3億818万円 3億7,028万円 0.8万円

⑵分担金・負担金等 2億53万円 52億8,721万円 11万円

⑶保険料 － 19億26万円 4万円

⑷営業収益 － 27億1,674万円 6万円

⑸その他の収入 － 1億1,209万円 0.2万円

（負担比率⒝/⒜％） 2.7 31.1

純経常行政コスト
（経常費用⒜-⒝経常収益）

184億6,032万円 230億4,971万円 49万円

純資産変動計算書（H20.4.1 ～ H21.3.31） 平
成
20
年
度
財
務
諸
表
�
公
表
�
�
�
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貸
借
対
照
表
と
は
、
年
度
末
時
点
に
お

い
て
保
有
す
る
資
産
、
負
債
、
純
資
産
を

表
し
た
も
の
で
、
左
右
の
合
計
額
が
バ
ラ

ン
ス
を
と
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
バ
ラ
ン
ス

シ
ー
ト
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

　

貸
借
対
照
表
の
公
共
資
産
に
占
め
る
純

資
産
の
割
合
（
Ｂ
／
Ａ
）
を
見
る
と
、
こ

れ
ま
で
市
が
整
備
し
て
き
た
学
校
や
道
路

な
ど
に
対
し
て
、
過
去
及
び
現
在
ま
で
の

世
代
が
ど
れ
く
ら
い
負
担
し
て
き
た
か
が

わ
か
り
ま
す
。
本
市
の
場
合
は
、
普
通
会

計
ベ
ー
ス
で
72
・
２
％
、市
全
体
連
結
ベ
ー

ス
で
は
71
・
０
％
と
な
っ
て
い
て
、
平
均

的
な
値
と
し
て
は
50
％
～
90
％
の
間
と
さ

れ
て
い
る
の
で
、
標
準
的
な
数
値
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

資
金
収
支
計
算
書
と
は
、
現
金
の
流
れ

を
示
す
も
の
で
す
。
そ
の
収
支
を
性
質
ご

※　いずれの表も金額は四捨五入のため合計が合わないことがあり
ます。市民１人当たりの金額は、平成21年３月31日現在の住
民基本台帳人口（47,343人）を用いて算出しています。また、
数値が±１万円未満のみ小数点第１位まで表示しています。

資　産→市が保有する財産で、住民サービスを提供するために使用する学校や道路などの資産価値を表したもの
負　債→今後返済しなければならない借入金（地方債）等で、将来世代が負担しなければならない債務

（※地方債は、学校や道路など、現世代ばかりでなく、将来世代にも住民サービスを提供するために保有する資産の財源であ
るため、世代間の公平性を保つ調整機能があるといわれています。）

純資産→現在までの世代が税金などですでに負担した今後返済不要の財源の蓄積です。 

貸借対照表（バランスシート）（H21.3.31 現在）
財　　源

区　分 普通会計
市全体連結

（特会、関連団体含む）
市民１人
当たり

負債の部
（資産の財源のうち今後返済しなければならない金額＝将来世代の負担分）

1．固定負債 314億8,575万円 445億472万円 94万円

⑴地方債
　（翌々年度以降返済額）

250億2,029万円 369億7,505万円 78万円

⑵退職手当等引当金 64億5,437万円 73億6,777万円 16万円

⑶その他 1,109万円 1億6,190万円 0.3万円

2．流動負債 33億1,456万円 43億9,841万円 9万円

⑴翌年度償還
　予定地方債

30億4,493万円 37億6,387万円 8万円

⑵その他 2億6,963万円 6億3,454万円 1万円

負債合計 348億31万円 489億313万円 103万円

純資産の部
（資産を形成した財源のうち負債を除いた金額＝現在までの世代の負担分）

純資産合計Ｂ 692億7,051万円 946億7,426万円 200万円

負債・純資産合計 1,040億7,082万円 1,435億7,739万円 303万円

資金収支計算書（H20.4.1 ～ H21.3.31）

区　分 普通会計
市全体連結

（特会、関連団体含む）
市民１人
当たり

1．経常的収支
支出：人件費等
収入：税収、国・県補助金

42億2,628万円 48億7,323万円 11万円

2．公共資産整備収支
支出：公共資産整備経費
収入：国・県補助金等

▲6億5,212万円 ▲8億2,966万円 ▲2万円

3．投資・財務的収支
支出：投資、地方債償還額
収入：基金取崩、その他

▲34億9,091万円 ▲37億717万円 ▲8万円

当期収支 8,325万円 3億3,640万円 0.7万円

期首資金残高 5億2,153万円 48億2,585万円 10万円

期末資金残高 6億478万円 51億6,225万円 11万円

普通会計基礎的財政収支

収入総額⒜ 210億6,643万円

支出総額⒝ 209億8,318万円

地方債発行額⒞ 19億4,858万円

地方債元利償還額⒟ 34億9,127万円

財政調整基金等増減⒠ 3,148万円

⒜－⒝－⒞＋⒟＋⒠ 16億5,742万円

と
に
区
分
す
る
こ
と
で
、
市
が
ど
の
よ
う

な
活
動
に
資
金
を
必
要
と
し
て
い
る
の
か

を
表
し
て
い
ま
す
。

　

期
末
資
金
残
高
は
、
期
首
（
前
期
末
）

資
金
残
高
か
ら
当
期
の
収
支
を
差
し
引
い

た
平
成
20
年
度
末
の
資
金
残
高
で
、
貸
借

対
照
表
の
資
金
と
一
致
し
ま
す
。

　

普
通
会
計
基
礎
的
財
政
収
支
（
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
）
と
は
、
歳
入
総
額
か

ら
年
度
内
の
借
金
（
地
方
債
な
ど
）
を
除

い
た
歳
入
と
、
歳
出
総
額
か
ら
借
金
の
元

利
払
い
な
ど
を
除
い
た
歳
出
の
差
の
こ
と

で
、
赤
字
で
あ
れ
ば
借
金
が
増
加
し
た
こ

と
に
な
り
、
将
来
の
負
担
も
増
加
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
常
陸
大
宮
市
は
、
約

16
億
５
，
７
４
２
万
円
の
黒
字
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
黒
字
相
当
額
の
将
来
負
担
が

軽
減
さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

財　　産

区　分 普通会計
市全体連結

（特会、関連団体含む）
市民１人
当たり

資産の部
（年度末の市の資産）

1．公共資産Ａ 958億9,179万円 1,332億5,129万円 281万円

⑴事業用資産
　庁舎、学校、
　文化センター等

491億3,800万円 660億834万円 139万円

⑵インフラ資産
　道路、上下水道等

425億9,272万円 630億8,188万円 133万円

⑶売却可能資産 41億6,107万円 41億6,107万円 9万円

2．投資等 47億5,432万円 46億3,956万円 10万円

⑴投資及び出資金 15億865万円 3億7,636万円 0.8万円

⑵貸付金 6億7,612万円 6億7,613万円 1万円

⑶基金等 25億6,955万円 35億8,707万円 8万円

3．流動資産 34億2,471万円 56億8,654万円 12万円

⑴資金 6億478万円 51億6,225万円 11万円

⑵未収金等 28億1,993万円 5億2,429万円 1万円

資産合計 1,040億7,082万円 1,435億7,739万円 303万円

■問い合わせ先■
総務部　財政課　財政グループ　☎ 52－1111（内線376）
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茨城ゴールデンゴールズ
30,000円

岩
瀬
地
区

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
竣
工
式

岩
瀬
地
区

農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
竣
工
式

塩
田
�
�
�
�
味
覚
祭
開
催

塩
田
�
�
�
�
味
覚
祭
開
催

市
議
会
臨
時
会

　

平
成
21
年
第
５
回
常
陸
大
宮
市
議
会
臨

時
会
が
、
11
月
26
日
に
開
会
さ
れ
、
次
の

議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

条　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

専
決
処
分
の
承
認

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

市
議
会
定
例
会

　

平
成
21
年
第
４
回
常
陸
大
宮
市
議
会
定

例
会
が
、
12
月
７
日
か
ら
22
日
ま
で
開
会

さ
れ
、
次
の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
可
決
、
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

条　
　

例

○
常
陸
大
宮
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

平
成
21
年
度
補
正
予
算

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算

　

ほ
か
特
別
会
計
（
４
会
計
）
補
正
予
算

人　
　

事

○
政
治
倫
理
審
査
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

　

＊
学
識
経
験
者
３
人

　
　

帯　

刀　
　
　

治
（
水
戸
市
）

　
　

後　

藤　

直　

樹
（
常
陸
太
田
市
）

　
　

岡　

﨑　

怜　

子
（
上
小
瀬
）

　

＊
一
般
公
募
３
人

　
　

平　

野　

啓
太
郎
（
上
町
）

　
　

髙　

槌　

和　

哉
（
上
町
）

　
　

久
下
沼　

英　

夫
（
塩
原
）

そ
の
他

○
常
陸
大
宮
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
常
陸
大
宮
市
文
化
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

11
月
18
日
、
農
業
集
落
排
水
事
業
と
し

て
、
平
成
16
年
度
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ

て
き
た
岩
瀬
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施

設
の
竣
工
式
が
、
地
元
関
係
者
及
び
来
賓

の
方
々
が
出
席
し
行
わ
れ
、
三
次
市
長
、

木
村
市
議
会
議
長
及
び
小
又
推
進
協
議
会

長
に
よ
り
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
処
理
施
設
は
、
岩
瀬
地
区
を
対
象

に
計
画
戸
数
２
４
７
戸
、
計
画
処
理
人
口

１
，
０
３
０
人
で
、
１
日
平
均
２
７
９
㎥

の
汚
水
を
処
理

す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

今
後
は
、
農

業
用
水
・
公
共

用
水
域
の
水
質

保
全
や
快
適
な

生
活
環
境
づ
く

り
推
進
の
た

め
、
早
期
接
続

を
お
願
い
し
ま

す
。

　

11
月
21
日
、
塩
田
ふ
る
さ
と
協
議
会
主

催
の
塩
田
ふ
る
さ
と
味
覚
祭
が
、
県
内
外

か
ら
の
参
加
者
と
地
元
農
家
約
１
２
０
人

が
参
加
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
美
味
し
い
農
産
物
を
生

産
す
る
塩
田
地
区
の
Ｐ
Ｒ
の
た
め
に
、
今

年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
「
塩
田
お
米
づ

く
り
オ
ー
ナ
ー
」「
塩
田
そ
ば
の
学
校
」

に
続
い
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

塩
田
地
区
内
の
散
策
や
ど
ん
ぐ
り
を

使
っ
た
オ
ブ
ジ
ェ
作
り
、
自
分
た
ち
で
作

付
し
、
刈
り
取
っ
た
そ
ば
粉
を
使
っ
て
の

そ
ば
打
ち
な
ど
を
行
い
、
楽
し
い
一
日
を

満
喫
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
こ
れ
ら
の
催
し
を
通
じ
て

塩
田
地
区
の

住
民
と
触
れ

合
い
、
作
物

作
り
や
塩
田

地
区
の
魅
力

を
十
分
感
じ

る
こ
と
が
で

き
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ

う
か
。

善意をありがとう
《常陸大宮市へ》

順不同・敬称略

《奨学基金へ》

常陸大宮市大宮地区
民生委員・児童委員協議会

30,000円

大宮陸運有限会社
代表取締役　塩幡昉
200,000円
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秋
�
味
覚
�
�
�
�
�

秋
�
味
覚
�
�
�
�
�

新
�
�
�
�
�
IN
�
�

新
�
�
�
�
�
IN
�
�

市
民
号
�
親
交
�
深
�
�
�
�

市
民
号
�
親
交
�
深
�
�
�
�

吉
田
有
希
�
�
�
殺
人
�
死
体
遺
棄
事
件

�
情
報
提
供
�
呼
�
�
�

吉
田
有
希
�
�
�
殺
人
�
死
体
遺
棄
事
件

�
情
報
提
供
�
呼
�
�
�

　

11
月
22
日
、
緒
川
物
産
セ
ン
タ
ー
か
ざ

ぐ
る
ま
で
、
特
産
品
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
地
元
特
産
の
し
い
た
け
や

万
能
た
れ
、
厚
焼
き
玉
子
、
自
然
薯
等
の

販
売
の
ほ
か
、
き
の
こ
汁
、
お
し
る
こ
、

た
ま
ご
か
け
ご
飯
等
の
無
料
配
布
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
肌
寒
く
時
々
雨
が
ぱ
ら
つ

く
天
気
で
し
た
が
、
多
く
の
方
が
訪
れ
、

き
の
こ
汁
や
お
し
る
こ
で
冷
え
た
体
を
温

め
な
が
ら
緒
川
地
域
の
味
を
堪
能
し
ま
し

た
。

　

11
月
23
日
、
み
わ
★
ふ
る
さ
と
館
北
斗

星
・
道
の
駅
み
わ
で
行
わ
れ
た
新
そ
ば
ま

つ
り
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
市
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
９
時
か
ら
開
始
と
な
り
、

そ
ば
打
ち
体
験
、
け
ん
ち
ん
そ
ば
や
そ
ば

の
実
汁
粉
の
試
食
、
そ
ば
の
早
食
い
競
争

等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
、
全
日
本

素
人
そ
ば
打
ち
名
人
大
会
第
３
代
名
人
の

益
子
正
巳
さ
ん
に
よ
る
そ
ば
打
ち
の
実
演

も
披
露
さ
れ
、
見
物
客
は
見
事
な
手
さ
ば

き
に
見
と
れ
、
そ
ば
が
出
来
上
が
る
と

「
わ
ー
き
れ
い
」
と
の
歓
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

　

12
月
１
日
、
み
わ
★
ふ
る
さ
と
館
北
斗

星
・
道
の
駅
み
わ
で
、
吉
田
有
希
ち
ゃ
ん

殺
人
・
死
体
遺
棄
事
件
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
行
わ
れ
、
茨
城
県
警
察
本
部
や
大
宮
警

察
署
、
そ
し
て
大
宮
地
区
防
犯
協
会
が
チ

ラ
シ
を
配
布
し
、
情
報
提
供
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

吉
田
有
希
ち
ゃ
ん
が
栃
木
県
旧
今
市
市

内
で
拉
致
さ
れ
、
そ
の
後
殺
害
さ
れ
、
常

陸
大
宮
市
内
で
発
見
さ
れ
た
の
は
平
成
17

年
12
月
２
日
。
４
年
の
月
日
が
経
過
し
ま

し
た
。

　

現
在
、こ
の
事
件
に
は
公
的
懸
賞
金（
捜

査
特
別
報
奨
金
）
制
度
に
基
づ
く
懸
賞
広

告
が
実
施
さ
れ
て
い
て
、
平
成
22
年
７
月

31
日
ま
で
に
有
力
な
情
報
を
提
供
し
て
い

た
だ
い
た
方
に
対
し
、
最
高
３
０
０
万
円

が
公
的
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

小
さ
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

情
報
提
供
先
は
大
宮
警
察
署
。

　

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
（
２
０
０
）
４
５
７

　

12
月
５
日
、
今
年
で
３
年
目
と
な
る

「
常
陸
大
宮
市
民
号
」
を
運
行
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
市
民
相
互
の
親
和
と
水
郡
線

の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

早
朝
よ
り

市
長
を
含
む

１
０
７
人
の

市
民
が
参
加

し
、
東
京
都

明
治
座
で
の

中
村
梅
雀
主

演
「
最
後
の

忠
臣
蔵
」
の

観
劇
を
楽
し

み
ま
し
た
。

そ
し
て
、
利
用
す
る
機
会
の
少
な
い
水
郡

線
を
利
用
し
、
鉄
道
を
使
っ
た
移
動
の
便

利
さ
を
体
験
し
ま
し
た
。

▲杵つきもちの実演には人だかりができ
ました

知

　このコーナーでは、常陸大宮市のさまざま
な出来事や話題を紹介します。
　皆さんからの身近な情報をお待ちしていま
す。
　どうぞお気軽に情報をお寄せください。
★本庁企画課
　　☎　５２－１１１１　内線３８３
　FAX　５３―６０１０
　　　kikaku@city.hitachiomiya.lg.jp

市ってニュース！
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ふるさと探検隊に参加して
人文学部　社会科学科　3年　柴　　友樹さん

　私は教員を志していて、子ども
たちと触れ合う良い機会だと考
え、ボランティアスタッフとして
参加しました。ふるさと探検隊で
は、学年も学校も異なる児童が地
域の方々とともに市内の農業用施
設の見学や農作業体験などを行っ
ています。子どもたちは、そばや
大根の種まきや収穫を自分の手で行うことで「食」
の大切さや農村の重要性を実感することができま
す。
　また、「絆」も深めることもできます。中には「普
段やったことがないから不安」という子もいました
が、その気持ちにいち早く気づいた仲間が「一緒に
やろうよ」と声をかける姿が見られ、そんな姿に私
は感動しました。活動を行うたびに子どもたちが少
しずつ成長していることが実感できます。このよう
な活動が思い出の一つになり、大きくなっても緑豊
かな自然環境に恵まれた常陸大宮市で育ったことに
誇りを持てる人間になってほしいと思いました。
※市と茨城大学とは相互に連携協力し「豊かな自然と調和
した安心・快適な活力のまち」を目指して各事業に取り
組んでいます。

いっしょにまちづくり

飲
酒
運
転
根
絶
�
目
指
�

飲
酒
運
転
根
絶
�
目
指
�

道
路
�
�
�
拾
�
�
実
施

道
路
�
�
�
拾
�
�
実
施

　12月６日、東京都江東区夢の島公園で、公園
内熱帯植物館が募集した自然薯オーナーによる自
然薯収穫祭が行われました。
　６月に種芋の定植をしてから半年後のこの日は
冬晴れとなり、12月とは思えないほど暖かく、
たくさんのオーナーが参加し、待ちに待った自然
薯の収穫祭が行われました。自然薯の出来は、指
導にあたった緒川自然薯研究会の会員も掘ってみ
ないとわからないという不安がありましたが、い
ざ掘り始めてみると、土の中から立派な自然薯が
顔を出し、「すごーい」「大きい」などの歓声があ
がりました。次々と掘り出された自然薯は色、形
もよく、期待を上回る大豊作でした。

　収穫後には
自然薯とそば
の 試 食 を 行
い、 会 員 と
オーナーの交
流 を 深 め、
オーナーから
は来年も是非
参加したいと
の声も聞かれ
ました。

夢の島で自然薯収穫祭

　

12
月
か
ら
の
年
末
の
交
通
事
故
防
止
県

民
運
動
期
間
に
合
わ
せ
て
、
市
内
で
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
１
日
に
は
、
ジ
ャ
ス
コ
常
陸
大
宮

店
駐
車
場
東
側
の
国
道
１
１
８
号
で
、
大

宮
警
察
署
、
市
交
通
安
全
対
策
推
進
協
議

会
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会
大
宮
支

部
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
母
の
会
連
絡
協

議
会
、
大
宮
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
議

会
等
の
協
力
を
得
て
、
交
通
事
故
防
止
、

特
に
、
年
末
の
飲
酒
運
転
の
根
絶
を
目
指

し
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ
を
配
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
12
月
15
日
に
は
山
方
地
域
で
も

実
施
さ
れ
、
大
宮
警
察
署
、
大
宮
地
区
交

通
安
全
協
会
、
大
宮
地
区
交
通
安
全
協
会

山
方
支
部
、
市
交
通
安
全
母
の
会
山
方
支

部
、
茨
城
県
地
域
交
通
安
全
活
動
推
進
委

員
等
が
参
加
し
、
ド
ラ
イ
バ
ー
に
チ
ラ
シ

を
配
り
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

12
月
10
日
、
市
建
設
業
協
会
が
市
内
の

主
要
道
路
の
清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

同
協
会
が
ご
み
拾
い
を
実
施
す
る
の
は

今
回
が
は
じ
め
て
で
、
お
正
月
の
道
路
の

利
用
者
が
、
気
持
ち
良
く
道
路
を
走
行
で

き
る
よ
う
に
と
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環

と
し
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
17

事
業
所
32
人
が

２
路
線
に
分
か

れ
て
道
路
脇
の

ご
み
を
拾
い
集

め
ま
し
た
。

　

集
め
た
ご
み

の
量
は
軽
ト

ラ
ッ
ク
３
台
分

と
な
り
ま
し
た
。

▲大宮地域

▲山方地域
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平成21年度農林業関係各種コンクール等の受賞者の方々です

（
敬
称
略
）

◆
茨
城
県
林
業
コ
ン
ク
ー
ル

　

・
林
業
経
営
部
門

　
　
　

茨
城
県
知
事
賞　
　
　
　
　

角　

田　

二　

雄（
千　

田
）

　

・
造
林
部
門

　
　
　

茨
城
県
農
林
水
産
部
長
賞　

岡　

﨑　

岑　

夫（
下
小
瀬
）

　

・
間
伐
部
門

　
　
　

茨
城
県
農
林
水
産
部
長
賞　

大　

金　

功　

明（
小
田
野
）

◆
し
い
た
け
管
理
経
営
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

茨
城
県
農
林
水
産
部
長
賞　

笠　

井　

克　

美（
高　

部
）

◆
国
土
緑
化
運
動
・
育
樹
運
動
ポ
ス
タ
ー
原
画
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

茨
城
県
教
育
委
員
会
教
育
長
賞猿　

田　

宗　

大（
山
方
小
２
年
）

　
　
　

茨
城
県
知
事
賞　
　
　
　
　

大　

森　
　
　

郁（
御
前
山
中
２
年
）

　
　
　
（
社
）茨
城
県
緑
化
推
進
機
構
会
長
賞

和　

田　

菜
々
花（
玉
川
小
４
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸　

澤　

美　

里（
御
前
山
中
３
年
）

◆
き
の
こ
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　

茨
城
県
特
用
林
産
振
興
会
長
賞

　
　

鹿　

島　

捺　

美（
常
陸
大
宮
高
校
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
佐
野　

未　

来（
常
陸
大
宮
高
校
）

◆
茨
城
県
き
の
こ
品
評
会

　

・
原
木
し
い
た
け
部
門

茨
城
県
知
事
賞　
　
　
　
　

笠　

井　

克　

美（
高　

部
）

茨
城
県
議
会
議
長
賞　
　
　

河　

西　

和　

文（
高　

部
）

茨
城
県
農
林
水
産
部
長
賞　

美
益
し
い
た
け
園（
下
檜
沢
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和　

知　

博　

久（
高　

部
）

　山﨑君江さん（富岡）が、福祉分野のボランティア活動において、
功績が特に顕著であるとして、厚生労働大臣より表彰され、このほど
三次市長より伝達されました。
　山﨑さんは、37年以上率先してボランティア活動を行うとともに、
市ボランティア連絡協議会会長として、多年にわたり人材の育成やそ
の活動の啓発に積極的に取り組まれた活動が評価され、今回の表彰と
なりました。

　これは、永年にわたり農業経営統計調査記帳農家として農林水産統計調査に協力され、その功績
が認められ授与されたものです。

小林忠司さん（泉） 木村　柾さん（山方） 冨山正之さん（上村田）

　山﨑君江さん（富岡）が、福祉分野のボランティア活動において、

厚生労働大臣から表彰

　これは、永年にわたり農業経営統計調査記帳農家として農林水産統計調査に協力され、その功績

農林水産大臣から感謝状

小林忠司さん（泉） 木村　柾さん（山方） 冨山正之さん（上村田）
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　「小瀬っ子放課後子ども教室」（小瀬小学校　小堀修弥校長）が、
11月24日、東京の文部科学省講堂で開催された放課後子ども教室全
国研究大会において、文部科学省生涯学習政策局長から表彰を受けま
した。
　地域の人々の協力と教室を支えるスタッフの努力により、多種多様
な活動を行っていることが評価されての受賞となりました。

　常陸大宮市の放課後子ども教室は、平成19年度から国や茨城県か
らの支援を受けて市内の11小学校でスタートしました。子どもたち
が、安全･安心な場所で勉強やスポーツ、そして、地域の人々との交流や体験を通してさまざまなことを
学ぶ機会を作るために行っているものです。

　「小瀬っ子放課後子ども教室」には、現在58人の児童が在籍し
ています。指導員は７人。地域のボランティア、地元小瀬高等学校
の生徒等多くの人々との交流があり、市外からも昔遊びの指導者等
を招き運営されています。
　 ｢体験、触れ合い、学び合い｣ を活動テーマとして、英語で遊ぼ
う、竹細工、ジャンボシャボン玉作り、フラワーアレンジメント、
高校生との自由遊び、子どもダンス教室等、季節に合わせた催し物
を行い、月ごとに計画を立て実施しています。昨年12月には、ク
リスマスカード作り、カルタで遊ぼう、連凧づくり、ミニ門松作り
等が実施されました。
　子どもたちは、放課後子ども教室の活動を楽しみにしていて、
「体験、触れ合い、学び合い｣ を通して確かな成長の歩みを見せて
います。

平成21年度子ども会幹部研修会
～11月21日県立西山研修所～

　来年度、子ども会のリーダーとなる小学５年生
59人が研修を受けました。午前中は、西山研修
所の方の指導で、６つのグループに分かれて飯ご
う炊さんとカレーづくりを行い、午後は、県レク
リエーション協会から２人の先生を招いて、仲間
づくりゲームをしました。
　「知っている人ばかりでなく、知らない人とも
協力することの大切さを学びました。」「来年は子
ども会のリーダーなので、みんなを引っ張ってい
けるようにがんばりたい。」などの感想がありま
した。

　これから、子ども会の
リーダーとして大いに活
躍してください！

常陸大宮市子ども会球技大会
（ティーボール大会）

～８月８日大宮中学校グラウンド～
　子どもたちは、大会に向けて、早朝や休日に練
習に励んできました。市の大会には、各小学校支
部の大会を勝ち抜いてきた17チームが出場しま
した。前日までの大雨によりグラウンド状況は万
全ではありませんでしたが、練習の成果を発揮し
合いました。

優　勝　小倉青空子ども会（世喜小学校支部）（▲写真）
準優勝　小松油河内・大岩・みどり・仲よし・
　　　　千田入本郷子ども会（八里小学校支部）
第３位　上町仲よし・白陽子ども会（大宮小学校支部）

※ティーボール……バッティングティーと呼ばれる細長い
台にボールを置き、止まっているボー
ルをバットで打つスポーツです。

「小瀬っ子放課後子ども教室」が文部科学省から表彰

平成21年度　常陸大宮市子ども会活動報告

▲フラワーアレンジメント
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第11回若あゆ駅伝大会開催
　於　：山方総合支所前から山方宿駅前の山方宿通り
参加者：山方地域の小学生17チーム
　　　　中学生７チーム　　合計129人

小学生低学年の部（5.99km） 小学生高学年の部（10.06km） 中学生の部（10.06km）
優　勝 minamiファイターズ☆ 26分40秒 ピラメキSANTAさんʼs 40分05秒 可能・栄光 38分20秒
準優勝 はしるぞ！！ 27分26秒 ザ　カオス 42分36秒 俊足スターズ 38分27秒
第３位 ダークエンペラーズ 27分29秒 サメマグロマンボウ 43分27秒 Msホワイトボード 38分43秒

■総合順位

■区間賞
小学生低学年の部 小学生高学年の部

中学生の部
男　　子 女　　子 男　　子 女　　子

1区 神　長　裕太郎
（ダークエンペラーズ）

本　田　　　灯
（イエロースマイル）

中　島　健　吾
（ザ　カオス）

三　次　彩　華
（山方霞空塾）

小　澤　蘭　奈
（スカイツリー）

タイム 3分50秒 4分58秒 7分45秒 8分38秒 8分13秒

2区 小野瀬　涼　太
（minamiファイターズ☆）

藤　田　果　那
（ファイヤー8（エイト））

藤　田　　　樹
（ピラメキーノ・シャキーン）

高　須　拓　実
（ピラメキSANTAさんʼs）

渡　邉　玲　奈
（チョンマゲーズ）

藤　来　　　進
（冬の道）

タイム 5分02秒 5分23秒 7分26秒 10分02秒 7分09秒

3区 益　子　竜　一
（minamiファイターズ☆）

佐　藤　春　奈
（イエロースマイル）

大　内　京　香
（ドラゴンスタース）

長　岡　聖　弥
（ピラメキSANTAさんʼs）

小野瀬　柊　子
（山方霞空塾）

小　澤　れんか
（Msホワイトボード）

タイム 3分59秒 4分41秒 8分24秒 9分39秒 7分57秒

4区 海老根　祐　大
（minamiファイターズ☆）

佐　藤　香野子
（ダークエンペラーズ）

君　島　　　和
（ピラメキSANTAさんʼs）

矢　野　沙也加
（ダイエットMAX）

鈴　木　文　哉
（俊足スターズ）

タイム 4分34秒 4分54秒 8分04秒 9分19秒 7分16秒

5区 根　本　竜　佳
（ダークエンペラーズ）

鳥　居　那菜穂
（ファイヤー8（エイト））

関　　　智　哉
（南M・Y・T）

伊　藤　瑠　花
（チョンマゲーズ）

菊　池　優　汰
（Mrブラックボード）

タイム 4分03秒 4分10秒 7分39秒 8分31秒 6分30秒

6区 菊　池　智　明
（ドラゴンスターズ）

木　村　文　香
（イエロースマイル）

タイム 4分09秒 4分32秒

1区 2区 3区 4区 5区 6区
小学校低学年 1.01km 1.02km 0.99km 1.02km 0.99km 0.96km

小学校高学年・中学校男女 2.03km 2.02km 2.02km 2.02km 1.97km

　11月23日、笠間市で第33回産経新聞社旗争奪
リトルリーグ野球大会の決勝戦が行われ、大宮リ
トルリーグが２年ぶりの優勝を果たしました。大
会には県内14チームが出場し、決勝戦で常陸太
田を６対１で下し、栄冠を手にしました。

12 日月 20

大宮リトルリーグ
２年ぶりの優勝
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FIRE  DEPARTMENT  HITACHIOMIYA
消防本部（隊）　　　　　　　常陸大宮 第52回

　消防本部では、長年活躍した救助工作車が老朽化したため、車両整備計画に基づき最新型の車両に更
新し、12月から東消防署に配備運用しています。
　救助工作車は、主に救助隊員（レスキュー隊員）が搭乗し、人命救助活動に対応するための様々な最
新鋭資機材を積載した消防車両です。

　常陸大宮の頭文字『Ｈ』を、全国的に救助工作車に描かれている稲妻模様に図案化しました。稲妻
模様には、『電光石火の出動、技の冴え』という意味があります。
　また、車両後部両脇に常陸大宮市の鳥である「カワセミ」のシルエットが描かれています。

救助工作車（レスキュー車）更新

主　要　諸　元 主　要　装　備
車 種 日野レンジャー ウィンチ前後引き、

クレーン、油圧救助器具、
三連梯子、救命索発射銃、
エアージャッキ、
簡易画像探査装置　等

駆 動 方 式 低床４輪駆動
総 重 量 10,560kg
総 排 気 量 6,400㏄
乗 車 定 員 ６人

　常陸大宮の頭文字『Ｈ』を、全国的に救助工作車に描かれている稲妻模様に図案化しました。稲妻
救助工作車のカラーリング

　消防本部では、各種災害に対処し人命被害を軽減するための部隊『消防救助隊（レスキュー隊）』を
配置しています。救助隊員は、隊長以下16人の隊員で編成していて、火災をはじめとする各種災害に
おいての人命救助活動に対応しています。
　救助隊員の服装は、摩擦などに強い素材を使用し、暗い中でも目立つオレンジ色の活動服を着用して
います。

消 防 救 助 隊（レスキュー隊）



17広報　常陸大宮 平成22年１月号

健康アドバイス

～股関節をやわらかくする体操～シルバーリハビリ体操

から健康は食 油料理の摂取油量の目安

「胆石症」 常陸大宮済生会病院
外科・消化器科部長　横山　　卓先生

　胆
たん
嚢
のう
は、肝臓で作られた胆汁（たんぱく質や脂質の消化・吸収を助ける消化液）を貯蔵し、濃縮する臓器

です。胃から十二指腸に食べ物が送られてくると、胆嚢が収縮して、濃縮した胆汁を十二指腸へ送り出しま
す。この胆汁の通り道にできる結石を胆石といいます。そして結石のできた場所により、胆嚢結石症、総胆
管結石症、肝内結石症と分けられます。
　胆石症と食生活習慣の関係は、１日の摂取総カロリー数、糖質、炭水化物、動物性脂肪の過剰摂取、過激
なダイエット（低カロリーダイエットによる急激な体重減少、ダイエット期間中における体重の変動）、低
運動などが関係するといわれています。また、加齢、肥満、女性、妊娠、経口避妊薬や胃切除術後なども関
係があるといわれています。
　主な症状は、胆嚢結石症では、腹痛、背部痛、発熱、黄

おう
疸
だん
、嘔気・嘔吐などです。胆石疝

せん
痛
つう
といわれる激

しい痛みは、中央から右上腹部にかけての痛みで、食事の数時間後に症状が出現することが多いようです。
一方、胆管結石は、黄疸、発熱、腹痛が多く、症状が進行すると、意識障害やショック状態になり、全身状
態が重篤になることがあるので注意が必要です。黄疸、発熱があった場合は、病院を受診しなければなりま
せん。
　上記のような症状が出たとき、また、症状がなくても検診などで胆石を指摘されたときなどは、病院やか
かりつけ医院を受診し、適切な治療方針を相談しましょう。生活上の注意点は、暴飲暴食や高脂肪食、早食
い、過度なダイエットを避け、適度な運動を続けるなどの規則正しい生活習慣を心がけることが大切です。

▲シルバーリハビリ体操指導士
　　　緒川地域　廣木新一さん

油を使った料理をした場合の油の摂取量はおおよそ以下の表のようになります。

材料（2人分）
タラ：200ｇ
ねぎみじん切り：100ｇ
酒：大さじ1
サラダ油：大さじ2
塩：小さじ1 ／ 3
粗ひき黒こしょう：少量

作り方
①　タラは器に並べ、酒をふってラップをふんわりかけレンジ

（500ｗ）で約２分加熱する。
②　フライパンに油を熱し、ねぎをしんなりとなるまで炒め、塩、

こしょうで調味する。
③　皿にタラを盛り、②をのせる。

※吸収率は衣の量や油の使用量により異なります

料理の種類 吸収率（％） 私の油量
①　油炒め 4～10 （原材料の重量）×0.04～0.1
②　素揚げ 3～5 （原材料の重量）×0.03～0.05
③　から揚げ 6～8 （原材料の重量）×0.06～0.08
④　天ぷら 15～25 （原材料の重量）×0.15～0.25
⑤　フライ 10～20 （原材料の重量）×0.1～0.2
⑥　かきあげ
　　（ぱりっとなるように揚げる） 60 （原材料の重量）×0.6

　足の指のつけねから１本ずつ曲げ
たり伸ばしたりします。
　１日１回行うことで、自分の足の
状態をチェックすることができます。

　両手で足を下から
抱えます。痛くない
程度に足を手前に引
きます。

～足の指のケア～

タラのソテー
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長倉在住　竹内　学さん

▲中高生の選考委員 ▲愛称選考会の様子

名前は「　　　　　」です。

◇グランプリ賞
　　高橋　優子さん（那珂郡東海村）
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2011年７月24日までに
地上デジタル放送完全移行
デジタル放送に関するお問い合せ先
地上デジタルテレビジョン放送受信相談センター

TEL:0570-07-0101または03-4334-1111
平日：９:00～21:00／土・日・祝祭日９:00～18:00

常陸大宮市の人口（１月１日現在・推定常住者） 総人口45,801人（男22,452人、女23,349人）世帯数16,297世帯

　

私
は
設
備
工
事
業
を
営
ん
で
い
ま

す
。
主
に
給
湯
器
の
修
理
や
設
置
、
リ

フ
ォ
ー
ム
工
事
等
を
行
う
地
元
密
着
型

の
小
さ
な
お
店
で
す
。

　

地
元
密
着
と
い
え
ば
、
祭
り
が
大
好

き
で
す
。
お
祭
り
に
は
必
ず
出
か
け
て

い
き
ま
す
し
、
８
月
の
「
長
倉
七
夕
ま

つ
り
」
で
は
下
端
と
し
て
企
画
段
階
か

ら
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
晦
日
の
年
越
し
で
は
地
域

の
方
々
と
協
力
し
て
、
長
倉
の
天
満
宮

で
巨
大
絵
馬
（
１
・
８
ｍ
×
０
・
９
ｍ
）

を
作
っ
て
参
拝
者
の
皆
さ
ん
に
願
い
事

を
書
い
て
い
た
だ
き
、
神
社
の
年
越
し

の
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。

　

親
は
他
所
の
子
ど
も
よ
り
も
自
分
の

子
ど
も
の
ほ
う
が
か
わ
い
い
と
い
い
ま

す
。
神
様
も
他
所
か
ら
来
た
参
拝
者
よ

り
も
地
元
の
参
拝
者
の
方
が
か
わ
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
皆
さ
ん
、

地
元
の
神
社
に
御
参
り
に
行
き
ま
し
ょ

う
。

　

今
年
も
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
地
元
密
着
で

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　平成18年１月に県内の考古学研究者ら有志に
より学術調査が行われた市内泉坂下遺跡の遺物が
市に移管され、貴重な人面付土器が、発掘を主宰
した考古学研究者の鈴木素行氏（那珂市在住）か
ら市長に手渡されま
した。
　この調査は、地元
の菊池栄一氏が偶
然掘り出した土器を
資料館に寄贈された
ことがきっかけとな
り、鈴木氏のよびか
けで行なわれたもの
で、県内では小野天
神 前 遺 跡 以 来30年
ぶりの発見となる、
弥生時代の再葬墓遺跡が確認されました。
　また、稀にしか出土しない人面付土器がほぼ完
全な姿で発掘されたばかりではなく、国内最大の
人面付土器であることも判明しました。
　資料館では、２月７日まで、泉坂下遺跡の遺物
とともに、小野天神前遺跡、海後遺跡（那珂市）、
女方遺跡（筑西市：復製品）の人面付土器も展示
しています 。
■問い合わせ先■
歴史民俗資料館大宮館　☎ 52－1450（月曜休館）

　皆さんからご応募いただいた137点（市内117
点、市外20点）の中から、副市長を委員長とす
る市民の代表で構成された22人の選考委員によ
り愛称が決定しました。

人面付土器が常陸大宮市へ
名前は「 です。

マスコットキャラクター愛称決定
　　　　　」


